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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・新型コロナウイスルに対する環境の消毒、利用者様対応の詳細を青陽館2階の相談室に
　用紙を置くので確認して対応の事。＊不明点は鳥谷部まで。

・デイケア保険の継続・新規について利用者様に案内中。不明点は鳥谷部まで。
・データベースの見直しを3月中に行う。詳しくは鳥谷部まで。

・庶務より連絡あり。

手指消毒液は、在庫が無い状態ですが、入荷してもポンプはつかない為、そちらは破棄せずにそのまま再利用するようにして下さい。また、先日、除菌電解水を分けて貰う事が出来たと連絡しましたが、そちらも在庫がなくなりました。
・2020年4月20日に予定していた春の会についてですが、
新型コロナウイルス感染症が全国で拡大している為、
今回はやむなく中止することが決定しましたのでお知らせします。
※ご不明な点などありましたら、行事運営委員会へお問い合わせください。
・4月30日部署懇談会があります。
＜青陽館での新型コロナウィルス対応＞
①発熱症状（37.5℃以上）があり、電話で来所について相談の場合
　⇒八戸市保健所（帰国者・接触者相談センター：0178-43-9271・43-9184）に電話して、症状を伝え、対応方法について相談し、併せてデイケアを利用していることも伝え、受診する医療機関の指示を受ける。デイケアを利用してよいかも確認する。
　⇒相談結果について、再度連絡をするように伝える。受診した場合には、受診結果についても連絡するように伝える。
②来所後、発熱を確認した場合
　⇒すぐに帰れる場合には、浴室側の非常口を利用し帰宅していただく。帰宅後は、すぐにデイケアへ連絡をいただく。また、その際には再度症状を聴取し、体調確認を行う。
⇒交通事情などにより、すぐに帰れない場合には、浴室（脱衣所）に誘導し、時間まで待機してもらい、帰宅時は上記と同様の対応とする。
⇒本人が帰った後、すぐに本人が通った場所・使用した場所を消毒する。
⇒関係各部署・各機関に連絡を入れる。
＜デイケア利用者様情報＞
・田端　香織様～　9：00頃母様より電話連絡あり。3月31日利用後、腹痛の訴えが聞かれ日赤病院受診しているとの事。症状としては便秘気味であり、整腸剤が処方になったと。現在は排便が有り、腹痛の訴えは軽減しているが、本日は大事を取って休ませたいとの事で、デイケア利用欠席となる。
・佐々木　理佳様～以前デイケアに通所していた当院通院中の統合失調症　女性。最近、子供が生きていない事がわかり、ショックで投げやりになり、毎日泣いていると言う。病気では無い為薬は飲みたくない、通院したくないと言う為これまでの経緯を振り返り、主治医と話し合う様に進めている。また、家で色々考えている事よりデイケアを利用してはどうか伝えると、「前向きに考えてみる。」と返答している。
＜デイナイトケア利用者様情報＞
・吉田　富秋様～　　青風荘より情報提供あり。昨夜も表情の険しさは続いていたが、他利用者様と一緒に塗り絵を行い、交流する場面も見られておりトラブルは無く経過している。
・鈴木　真知子様～10時半、スタッフへ近づき、右腰部を擦りながら「ビリビリする」と不調を訴えている。静養室での休養希望が聞かれているが、まずは座位にて休息を取るよう促すと応じている。その後の運動療法にて、座位での見学を促すと「わかった」と言いつつ、自主的に運動を行っており、4曲踊ることが出来ている。
＜ショートケア利用者様情報＞
特記事項無し

